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あ
っ
た
。
ま
た
、
来
年
四
月
一
九
日
（
土
）
の
例

会
開
催
（
テ
ー
マ
「
環
境
」
）
が
案
内
さ
れ
た
。

　
編
集
（
南
川
高
志
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
『
史

林
隔
が
順
調
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
本
年
四

月
に
開
催
さ
れ
た
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
篇
を
テ
ー
マ

と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
の
例
会
の
発
表
と
討

論
が
第
九
一
巻
　
号
の
特
集
号
に
ま
と
め
ら
れ
る

予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
会
計
（
吉
川
真
司
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
一
一
〇

〇
六
年
度
決
算
報
告
、
お
よ
び
二
〇
〇
七
年
度
予

算
案
が
提
案
さ
れ
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

『
史
林
』
の
書
店
販
売
に
向
け
て
の
準
備
状
況
が

報
告
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
引
き
つ
づ
き
、
公
開
講
演
が
行
な
わ
れ

た
。
講
演
は
次
の
二
本
で
あ
っ
た
。

　
檀
　
上
　
寛
氏

　
「
十
四
－
十
七
世
紀
の
海
禁
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
貢
・
互
市
の
構
図
」

　
勝
山
　
清
次
氏

　
「
中
世
伊
勢
神
宮
の
成
立
と
権
門
体
制
」

講
演
者
紹
介
と
討
論
司
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
夫
馬
進

理
事
と
吉
川
常
務
理
事
が
つ
と
め
た
。
講
演
内
容

は
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
と
も
に
刺
激
的

な
内
容
の
充
実
し
た
研
究
報
告
で
あ
っ
た
。
聴
衆

の
関
心
も
高
く
、
討
論
が
活
発
に
行
な
わ
れ
た
。

　
公
開
講
演
の
の
ち
、
濱
田
正
美
理
事
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
た
。
大
会
終
了
後
、
オ
ー
プ
ン
な
立
食

形
式
の
懇
親
会
が
開
か
れ
、
学
生
・
院
生
を
含
む

大
勢
の
会
員
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
総
会
と
大
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た

秋
期
理
事
・
評
議
委
員
会
に
お
い
て
、
庶
務
、
編

集
、
会
計
、
広
報
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
の
常
務
理

事
か
ら
会
務
報
告
の
ほ
か
、
第
九
一
巻
一
号
の

『
史
林
撫
か
ら
、
書
店
で
の
販
売
を
目
指
し
て
準

備
す
る
旨
の
説
明
が
な
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
田
中
和
子
）

　
　
会
　
　
告

本
号
は
定
価
二
〇
〇
〇
円
で
す
が
、

格
は
一
二
〇
〇
円
に
致
し
ま
す
。

会
員
価

編
　
集
　
後
　
記

　
九
一
巻
一
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
『
史

林
』
は
本
号
よ
り
毎
号
、
　
一
部
を
東
京
堂
出
版
に

委
託
し
、
書
店
に
て
販
売
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
伴
い
、
表
紙
の
体
裁
も
部
分
的

に
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
号
は
九
〇
巻
一
号
（
「
国
境
」
）
に
続

き
、
史
学
研
究
会
例
会
の
特
集
号
と
な
り
ま
す
。

特
集
号
の
最
大
の
魅
力
は
、
歴
史
学
、
地
理
学
、

考
古
学
の
多
様
な
研
究
者
が
単
一
の
テ
…
マ
を
追

究
す
る
点
に
あ
る
、
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
西
洋

近
現
代
史
を
専
門
と
す
る
筆
者
も
、
門
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
」
と
い
う
人
口
に
胎
衆
し
て
久
し
い
テ
ー
マ

を
、
他
の
分
野
で
は
ど
う
扱
う
の
か
に
関
心
を
抱

き
ま
し
た
。
皆
様
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
次
回

例
会
（
四
月
一
九
日
）
の
テ
ー
マ
は
「
環
境
」
で

す
。
ご
来
聴
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す

（
詳
細
は
次
頁
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
内
隆
行
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
　
7
揖
＼
〉
垂
語
。
ρ
葺
9
0
．
蔓
ω
汀
＼
巳
①
窪
露
｝

本
誌
に
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

平
成
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究

成
果
公
開
促
進
費
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

二。。

B。

l
竺
塑
二
語
翻
定
価
二
〇
〇
〇
円

由
入
　
　
林
　
　
陣
夘
九
一
巻
第
一
口
写
（
通
巻
第
閲
頴
ハ
三
口
写
）

　
　
　
京
都
市
花
京
区
吉
田
本
町
寡
都
大
学
大
学
院
父
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
碗
館
（
・
七
五
）
七
五
三
⊥
毛
八
七

発
行
人

印
刷
所

撫1史
印京　○学

麟1金δ
株塞。押

夢話聯
as田　　　五
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史
学
研
究
会
例
会
の
お
知
ら
せ

　
左
記
の
通
り
、
史
学
研
究
会
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
ご
来
会
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
日
　
時
　
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
年
目
四
月
一
九
日
（
土
）
　
午
前
一
〇
時
三
〇
分
～
午
後
五
時
三
〇
分

　
　
場
　
所
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
　
新
館
第
三
講
義
室

　
　
テ
ー
マ
　
「
環
境
」

プ
瞬
グ
ラ
ム

　
覇
会
の
挨
拶
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会
理
事
長
　
金
田
章
裕

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
趣
旨
説
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
川
高
志

　
総
合
司
会
・
進
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
澤
透

第
［
部
　
環
境
を
生
き
る
－
水
と
生
業
の
歴
史

　
司
会
進
行
　
吉
川
真
司

　
報
告
一
　
井
黒
　
忍
（
東
洋
史
）
　
　
「
山
西
省
呂
梁
山
脈
南
麓
の
清
洪
離
礁
方
式
に
見
る
素
水
問
題
へ
の
対
応
－
明
清
時
代
の
水
利
石
刻
を
も
と
に
」

　
報
告
一
一
橋
本
道
範
（
日
本
史
）
　
　
「
樹
本
中
世
に
お
け
る
水
辺
の
環
境
と
生
業
に
つ
い
て
」

第
二
部
　
環
境
を
変
え
る
一
住
環
境
と
自
然
環
境
を
め
ぐ
る
施
策
と
思
考

　
司
会
進
行
　
田
中
和
子

　
報
告
三
　
祖
田
亮
次
（
地
理
学
）
　
　
「
ボ
ル
ネ
オ
の
環
境
改
変
と
㎎
先
住
民
』
社
会
」

　
報
告
四
　
北
村
昌
史
（
西
洋
史
）
　
　
「
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
と
ベ
ル
リ
ン
の
住
環
境
偏

　
報
告
五
　
水
野
祥
子
（
二
〇
世
紀
学
）
「
大
戦
間
期
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
危
機
論
の
形
成
」

第
三
部
　
環
境
と
歴
史
を
め
ぐ
っ
て
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
焦
｝
一
丁

司
会
、
フ
守

コ
メ
ン
ト
（
　
）

コ
メ
ン
ト
（
二
）

コ
メ
ン
ト
（
一
二
）

総
合
討
論

閉
会
の
挨
拶

南
川
高
志

松
井
　
章
（
考
古
学
）

川
本
正
知
（
酒
南
ア
ジ
ア
史
）

鶴
見
太
郎
（
現
代
史
）

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
歴
史
文
化
学
系
代
表

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
懇
親
会
（
参
加
無
料
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

史
　
学
　
研
　
究
　
会
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